
JP 2009-544279 A5 2010.9.2

10

20

30
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【ＦＩ】
   Ｃ１２Ｎ  15/00    ＺＮＡＡ
   Ａ６１Ｋ  39/02    　　　　
   Ａ６１Ｋ  39/00    　　　Ｈ
   Ａ６１Ｋ  37/02    　　　　
   Ａ６１Ｐ   1/02    　　　　
   Ａ６１Ｋ  39/395   　　　Ｎ
   Ａ６１Ｋ  31/7088  　　　　
   Ｃ０７Ｋ  14/195   　　　　
   Ｃ０７Ｋ  16/12    　　　　
   Ｇ０１Ｎ  33/68    　　　　
   Ｇ０１Ｎ  27/62    　　　Ｖ
   Ｇ０１Ｎ  30/88    　　　Ｊ
   Ｇ０１Ｎ  30/72    　　　Ｃ
   Ａ６１Ｋ  39/395   　　　Ｄ

【手続補正書】
【提出日】平成22年6月23日(2010.6.23)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　単離抗原性ポルフィロモナス・ジンジバリスポリペプチドであって、以下の：
（ｉ）配列番号３のアミノ酸配列を有するＰＧ１０１９タンパク質；
（ｉｉ）配列番号２のアミノ酸配列を有するＰＧ１３７４タンパク質；
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（ｉｉｉ）配列番号１のアミノ酸配列を有するＰＧ０３５０タンパク質；
（ｉｖ）配列番号４のアミノ酸配列を有するＰＧ０６１８タンパク質；
（ｖ）配列番号１若しくは配列番号２若しくは配列番号３若しくは配列番号４のアミノ酸
配列と少なくとも８５％同一であるアミノ酸配列；又は
（ｖｉ）配列番号１若しくは配列番号２若しくは配列番号３若しくは配列番号４の連続ア
ミノ酸配列と同一の少なくとも１０個のアミノ酸を含むアミノ酸配列
から成る群から選択される、単離抗原性ポルフィロモナス・ジンジバリスポリペプチド。
【請求項２】
　配列番号１若しくは配列番号２若しくは配列番号３若しくは配列番号４の連続アミノ酸
配列と同一の少なくとも１０個のアミノ酸を含むアミノ酸配列である、請求項１に記載の
単離抗原性ポルフィロモナス・ジンジバリスポリペプチド。
【請求項３】
　配列番号１又は配列番号２又は配列番号３又は配列番号４の前記アミノ酸配列と９０％
、９５％、９６％、９７％、９８％、９９％又は１００％同一である、請求項１又は２に
記載のポリペプチド。
【請求項４】
　配列番号１又は配列番号２又は配列番号３又は配列番号４の連続アミノ酸配列と同一で
ある少なくとも２０個、３０個、４０個、５０個、６０個、７０個、８０個、９０個又は
１００個のアミノ酸の連続配列を含む、請求項１～３のいずれか一項に記載のポリペプチ
ド。
【請求項５】
　被験体においてポルフィロモナス・ジンジバリスに向けられる免疫応答を惹起するのに
用いるためのワクチン組成物であって、有効量の請求項１～４のいずれか一項に記載の少
なくとも１つのポリペプチド、並びに薬学的に許容される担体を含む、ワクチン組成物。
【請求項６】
　被験体における歯周病の治療のための請求項１～４のいずれか一項に記載のポリペプチ
ド。
【請求項７】
　被験体における歯周病の治療のための薬剤の製造における請求項１～４のいずれか一項
に記載の少なくとも１つのポリペプチドの使用。
【請求項８】
　前記被験体がヒト、ヒツジ、畜牛、ウマ、ウシ、ブタ、家禽、イヌ及びネコから成る群
から選択され、好ましくはヒトである、請求項６又は７に記載の方法。
【請求項９】
　請求項１～４のいずれか一項に記載のポリペプチドと特異的に結合する、好ましくはポ
リクローナル又はモノクローナルである、抗体。
【請求項１０】
　歯周病の予防又は治療に有用な組成物であって、請求項９に記載の抗体並びに薬学的に
許容される担体を含む、歯周病の予防又は治療に有用な組成物。
【請求項１１】
　各鎖中に少なくとも１９塩基対の二本鎖領域を含む干渉ＲＮＡ分子であって、前記二本
鎖領域の鎖のうちの１つが配列番号５又は配列番号６又は配列番号７又は配列番号８の領
域と相補的である、各鎖中に少なくとも１９塩基対の二本鎖領域を含む干渉ＲＮＡ分子。
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